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NMR工法  (AC‒160003‒P) 

副　　題 配管内の赤錆防止による配管寿命の延長
開発会社 日本システム企画株式会社 区　　分 工法

本技術は核磁気共鳴による赤錆防止・配管延命工法で、従来はエポキシライニング工法で対応していた。本
技術の活用により、配管の断水工事を行う事なく施工することができるため、工程短縮に繋がる。

・核磁気共鳴による赤錆防止・配管延命工法

・エポキシライニング工法

・給水・空調冷温水・冷却水配管等の維持工事
 
④補足説明
・従来の防食工法は、管内の圧力が高い80℃以上の高温水が流れる空調管での使用が不可能
・本技術は、配管外からの装置設置工事であり、配管内圧力が高くても、80℃以上の高温水が流れる空調管
でも使用可能
・エポキシライニング工法では、赤水・赤錆は直後に停止するが10年程の期間後に赤錆が再発。電気防食工
法では、近接の赤錆に対し効果を期待できるが、装置から距離が離れた赤錆部には効果が期待できない
・本技術は、新規の鉄部の赤錆発生を完全に防止すると同時に、既に発生している赤錆を黒錆化し、その黒
錆によって配管内より赤錆が再発生しない配管を作る
・本技術は、給水管、空調冷温水管、冷却水管等に使われる、配管用炭素鋼管、塩化ビニルライニング鋼
管、亜鉛メッキ鋼管、鋳鉄管等の配管内の腐食を防止し、水中に流出した鉄イオンを減少させ、すでに赤錆
閉塞を起こしている配管であっても赤錆の黒錆化による体積収縮で閉塞を縮小改善できる

NMR工法構成部品、技術のメカニズム補足

アブストラクト

概　要

概　要

①何について何をする技術なのか?

②従来はどのような技術で対応していたのか?

③公共工事のどこに適用できるのか?


